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１．はじめに 

昨今，インフラ施設の合理的な維持管理を目的とし

たアセットマネジメントの研究・実例が数多く報告さ

れている．例えば道路舗装に関しては，路面性状測定

車により獲得した豊富な点検データをもとに，劣化予

測モデルや LCC 分析，最適補修モデルから合理的な維

持管理戦略が立案されている．しかしながら自治体が

管理する舗装は，計画的な点検・補修の対象とする幹

線道路だけではなく，交通量は少ないが市民の日常生

活により密着している生活道路のストックが膨大な量

に及んでいる．よって，安全な交通・歩行空間を確保

するため，建設から時間が経過し，老朽化した生活道

路についても適切な維持管理が求められている． 
本研究は，自治体が管理する生活道路のアセットマ

ネジメントに着目する．目標管理型の維持管理業務の

ためのロジックモデルを構築し，維持管理目標を明確

化するとともに，膨大な管理延長を擁する生活道路の

合理的な点検と補修戦略を立案するための考え方を提

案する． 
 

２．本研究の基本的な考え方 

2.1 生活道路舗装の維持管理の課題 

生活道路は幹線道路に比べ大型車交通量等，路面の

劣化に大きく影響する外的要因は少なく，そのため路

面の劣化速度も緩やかである．それでも，建設時から

の時間の経過とともに，舗装路面や舗装構造の劣化が

進行し，それによる走行の安全性や快適性が損なわれ

る恐れがある．以前は，限られた資源のなかで自治体

が管理する全道路を管理する場合，費用対効果の視点

から交通量が多い幹線道路の維持補修が優先的に行わ

れてきた．生活道路は劣化の速度は速くないものの，

劣化が進行することで脆弱な舗装構造に起因してポッ

トホール等の突発的な路上損傷が発生し，自動車のみ

ならず歩行者・自転車の安全性を低下させ，事故に結

びつく危険性がある．また生活道路のストックは幹線

道路に比べてはるかに多いことから，日常的な維持管

理業務と密着した計画的な維持補修計画の立案が求め

られる． 
 

2.2 生活道路舗装の維持管理目標 

生活道路の舗装の損傷によって路上損傷が発生し，

それによる事故の発生が考えられる．また，路面の損

傷，段差，占用工事復旧跡などの影響により，快適な

走行が損なわれる．生活道路舗装の維持管理目標は，

「安全性」と「快適性」の確保を最終アウトカムとし，

その目標を達成するための合理的な点検・補修戦略を

立案することが重要となる． 
 

３．生活道路舗装の点検・補修戦略 

3.1 生活道路舗装マネジメントの概要 

図-1 に生活道路舗装のマネジメント概要を示す．路

面の突発的な損傷は利用者に与える危険性が高く，日

常パトロール等によって損傷を発見し，応急処置を行

っている．路上損傷の発生と処置に関する履歴情報を

集約し，路上損傷が発生しやすい箇所の路面の詳細調

査を行い，劣化が進行している箇所について優先的に

大規模補修を行う．その結果，路上損傷の発生確率と

事故リスクが減少することが期待できる． 
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図-1 生活道路舗装マネジメントの概要 
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3.2 ロジックモデル 

目標管理型の生活道路舗装管理のためのロジックモ

デルを構築した（図-2）．ロジックモデルは生活道路管

理の活動（インプット）が目標達成（アウトカム）に

至るまでの過程を論理的に記述したものであり，目標

達成状況のモニタリングと計画（インプット）の見直

しを行うための評価ツールである．道路利用者及び歩

行者の安全性の確保を最終目標として掲げ，ポットホ

ール等の路上損傷処理件数をアウトプット指標とし，

路上損傷による管理瑕疵事故件数を最終アウトカム指

標として評価する．路上損傷による事故発生リスクを

低減させるためには，日常パトロール頻度の再設定等

のインプットの見直しを行う．さらには，路上損傷が

発生しやすい区間は構造的に脆弱である可能性があり，

詳細調査のうえ，当該舗装箇所を優先的に補修（改良）

することで損傷発生リスクを低減する． 
 

3.3 点検・補修計画 

路上損傷の発生件数の履歴情報を蓄積し，路面の点

検が未着手である路線について路上損傷の発生件数が

多い箇所の目視点検を優先的に実施する．目視調査の

実施箇所にメリハリをつけることで，点検業務の合理

化を図る．また，目視調査の結果，補修が必要と判断

される道路については，打換え等の大規模改修を行い，

その後の路上損傷等の発生状況をモニタリングする． 
 

3.4 予算計画 

生活道路舗装の目視点検結果等のデータを用いて路

面の劣化予測モデルを構築し，所与の管理基準値を達

成するために必要な長期的な予算計画を立案する．劣

化予測モデルは点検データを用いてマルコフ推移確率

を算出し，補修の判断基準値を路面の MCI 値で評価す

る．生活道路の補修に必要な長期的な事業費をモンテ

カルロ・シミュレーションによって推計するとともに，

予算制約下における舗装の損傷に与える影響を分析す

る． 
 

４．適用事例 

京都市では約 2,500km に及ぶ舗装された生活道路を

管理しており，その延長は全体の 80%に及んでいる．

生活道路の老朽化の影響が懸念されており，計画的な

点検・補修計画の立案のための検討を実施した． 
図-3 には，生活道路の予算計画において予算制約下

における路面損傷の将来予測状況を表現した例を示し

ている．路上損傷の発生状況を指標化したものを 50m
メッシュに集約しランキングマップを作成した．また，

路上損傷の発生履歴や点検結果データ等も併せてメッ

シュの属性として付与することで，点検・補修の優先

実施箇所の特定を可能とするほか，市全体をマクロ的

視点にて視覚的に管理状況を把握することができる． 
 

５．おわりに 

本研究では，生活道路舗装管理を対象とした合理的

な点検・補修計画を立案するための考え方を提示した．

なお，生活道路舗装の損傷の評価方法，履歴データの

管理方法，将来計画の予測方法等の詳細については発

表時に報告させていただきたい． 
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図-2 生活道路舗装管理のロジックモデル 

凡例/MCI 

注）生活道路の健全度の予測例を示す．左図は予算制
約がない場合，右は予算制約がある場合の予測結果で
あり，予算制約により健全度が悪化している状態を表
現している． 

図-3 路面損傷の将来予測マップ 
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